
大学院地域情報学研究科設置における大学設置・学校法人審議会答申にあたってのコメント 

 

福知山公立大学長 川添信介 

 

 本日、準備を進めておりました大学院地域情報学研究科について、文部科学省大学設置・

学校法人審議会から設置を可とするとの答申を頂戴することができました。近日中の正式

認可決定を経て、令和 6（2024）年 4 月に本学に大学院を開設することとなります。この本

学の新しい一歩の実現を大学構成員全員とともに喜んでおりますが、この機会に、大学院設

置の意義を認め開設のために多大なご尽力いただいた設置団体福知山市の大橋市長をはじ

め、ご支援をいただいた福知山市や北近畿の関係者・市民のみなさまに感謝の意を表したい

と思います。 

 開設される地域情報学研究科は、学術を教授しその進展を期すアカデミアであると同時

に、情報学を地域課題の解決と結びつけて福知山市・北近畿地域の発展に資する活動を実践

することを重要な目標とする大学院です。本学に与えられた第二期中期目標に謳われてい

る、地域と大学とがともに発展する「福知山モデル」実現のための一歩ともなるものです。

本学はこの大学院の活動を通じて、学部を含めた本学の教育・研究が地域社会で生きる人々

にその意義をこれまで以上に実感していただけるように、邁進していく所存です。 

多くの方々が地域情報学研究科を温かく見守ってくださり、ご支援を頂戴できることを

期待してやみません。 

 

 

福知山市長 大橋一夫 

 

○本日、文部科学省の大学設置・学校法人審議会が令和６年度の福知山公立大学大学院地域

情報学研究科の開設について、「設置を可とする」旨の答申を行い、近く、文部科学大臣

より正式な認可決定がある見通し、と福知山公立大学より連絡を受けました。 

○大学法人の設立団体として大学院開設が実現する運びとなったことを心から喜んでいま

す。 

○大学院地域情報学研究科は、情報学の深化をめざす研究開発に加え、その成果を地域に根

ざした実践活動に適用することをめざしており、開学以来、福知山公立大学が取り組んで

きた「地域協働型教育研究」がさらに充実したものとなり、本市をはじめ北近畿全体の産

業振興や人材育成などに貢献いただけることを期待しています。 


